株 式 会 社 手塚 プロ ダク ショ ン 会 社 案内 


ーー 
re ューー こ ーー 


022 2 


ラス 


2 


旨い 


8 K 
ME 
0 
0 
ト 
6 
3 
5 


生命 は か けが を の な いも の で 、 そ 【 て 人 類 と 
同 [ は うに 価値 ある 生命 が 自然 有 に 満ち 、 そ 
れ ら 6 が 窒 接 に あり と あら ゆる 形 で 相互 に 生 
が (あっ て いる と 、 また 地球 は 人 類 は も ちろ 
ん の こと 、 生物 に と っ て 銘 対 不可 欠 な 星 で あ 
る こと を 吉 意 を も っ て 語り か け て いき た いと 
思い まあ 

この あたり まえ な こと の 感動 を 何 度 も 呼び さま 
さ な け れ ば な ら な い の は ぼく た ち 大 人 自身 
だ 2 うと 思わ あれ まあ 


(ガラ ス の 地球 を 敷 え ) よ り 
500 の Ci 「 


ゆあ 
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]1 月 3 日 、 大 阪 府 豊 能 郡 豊中 町 ( 現 大 阪 府 豊 
中 市 ) で 、 手 塚 繁 、 文 子 の 長男 と し て 生ま れ 、 
治 と 命名 され る 。 


833 兵庫 県 川辺 郡 小浜 村 ( 現 宝塚 市 御殿 山 ) に 引 


8935 大 阪 府立 池田 師範 付属 小学 校 ( 現 大 阪 孝 
大 学 付属 池田 小学 校 ) に 入学 。 


939 昆虫 採集 に 夢中 に な る 。 平山 修 次 郎 着 「 原 
色 千種 昆虫 図譜 』 を 見 て "オサム シ " と いう 
虫 を 知り 、 "手塚 治虫 と いう パン ネー ム に す 
る (“ オ サ バ "と 読ま せる よう に な っ た の は 、 
950 年 頃 か ら )。 


841 大 阪 府立 北野 中 学校 ( 現 北野 高校 ) 入 学 。 
大 | 


阪 大 学 付属 医学 専門 部 入学 。 


946 デビ ュー 作 の 4 コマ マン ガ 「 マ アチャ ン の 
記帳 ] の 連載 が 「 少 国民 新聞 (の ち 毎 E 
小学 生 新聞 ) 大 阪 版 で 始ま る 。 


947 酒井 七 馬原 作 の 長編 マン ガ 「 新 宝島 」 刊行 。 
版 を 重ね 40 万 部 を 売り つく す 。 


948「『 トワ ー ル ド 』 刊 行 。 


1950 島田 所 三 氏 を 中 心 に 結成 され た 東京 児 
漫画 会 ( 児 漫 長屋 ) に 入会 する 。 学童 社 の 
加藤 謙一 氏 と 出会い 、「 ジ ャ ング ル 大 帝 」 を 
[漫画 少年 ] に 連載 開始 。 


195] 「 ア トム 大 使 ] を 『 少 年 』 に 連載 。 翌 年 か ら 、 

脇役 に す ざ な か っ た アト ム が 主人 公 と な り 、 
「 鉄 腕 ア トム 」 と し て 長期 連載 され る こと に 
な る 。 大 阪 大 学卒 業 。 


952 仕事 の 場 を 東京 に 移し 、 新宿 区 四谷 に 下宿 


953 都内 豊島 区 椎名 町 の トキ ワ 料 へ 引っ 越す 
「 リ ボン の 騎士 ] を 「 少 女 ク ラブ 』 に 連載 開始 。 


954 都内 豊島 区 雑司 が 谷 の 並木 人 ウス へ 8| 越 


955 連続 ドラ マ 「 リ ボン の 騎士 ] を ラジ オ 東 京 で 


858 「 ぴ いこ ちゃ ん 」 「 漫 画 生物 学 ] で 小学 館 漫画 
賞 受賞 。 東映 動画 の 嘱託 に な り 、「 西 遊記 」 
の 原案 構成 、 演出 を 受け 持つ (アニ メー ショ 
ン の 最初 の 仕事 )。 


1 


1959 10 月 、 岡 田悦子 と 結婚 。『 鉄 受 ア トム 」 が 
ジテ レビ 開局 番組 で ドラ マ 化 。 


1960 都内 練馬 区 富士 見 台 に 家 を 新築 。 北杜 夫 氏 
「 シ ンド バッ ド の 冒険 」 の 脚本 に 


代 
洒 
= 
前 
固 
MY 


1961 医大 に て 「 異 形 精子 細胞 に お ける 肛 構 
造 の 電子 顕微 鏡 的 研究 」 (タニ シ の 精 虫 の 
研究 ) で 医学 博士 の 学位 を と る 。 6 月 、 手塚 
治虫 プロ ダク ショ ン 動 画 部 設立 (の ち 株 式 
会 社 虫 プロ ダク ショ ン と し て 正式 に 発足 ) 。 
8 月 、 長男 眞 誕 生 。 「 ふ し ぎ な 少年 | が NHK 
テレ ビ で ドラ マ 化 。 「 ご めん ね ママ 」 が TBS 
テレ ビ で ドラ マ 化 。 


』 
( 


1962 実験 アニ メー ショ ン 「 あ る 街角 の 物語 ] 完成 。 
] 1 月 、 銀 座 ヤ マハ ホー ル に お ける 「 虫 プロ ダ 
クシ ョ ン 第 1 回 作品 発表 会 ] で 「 お す ] 「 鉄 腕 
アト ム 」 第 1 話 と と も に 上 映 。 東 映 動画 「 わ ん 
わん 上 忠臣蔵 」 の 絵 コ ン テ 執 筆 。 


1963 


1964 


1965 


1966 


1967 


1968 


19869 


1970 


870 


73 


腕 ア トム ] が フ 


1 月 か ら 、 国 産 初 の テレ ビ フ 


メー ショ ン 「 鉄 


フジ テレ ビ 放 映 開始 、 


高 視聴 


率 を あげ る 。 9 月 、「 ア スト 


タイ ト 


テレ ビ が 放映 。 


ル で 「 鉄 腕 ア トム ] 


・ ボ ー イ | と いう 
を アメ リカ NBC 


「 あ る 街角 の 物 


語 ] で 芸術 祭 


甘 励 買 、 毎日 映画 


ンク ー ル 大 膝 信 婦 賞 、 


ブル 


| 


ニュ ー ヨ ー ク 世界 情 に ? 


リボ ン 教 育 文化 映画 賞 受賞 。 


きき 、 ウ ォ ル ト - ディ 


と 会 う 。 4 月 、 


集団 同人 と な る 。「 鉄 腕 


グッ デア 


「 鉄 腕 
る 。 8 


スタ ジオ 、 人 ハンナ ・ バ ー ベ ラ 


ね る 。 


ニメーション ト [ジャ ング ! 
ビ で 放映 開始 。 


「 ジ ャ 


ビ 記 者 会 党 


特別 賞 受 


アト ム 」 で 、 第 2 回 


アト ム 」 で 、 厚生 大 | 


nm より 表彰 を 受け 


3 アメ リカ 、 ヨ ー 


ッ パ 旅行 。 UPA 


10 月 か ら 、 国産 初 


・ プ ロ な ど を 訪 
の カラ ー デ テレ ビア 
大 帝 ] を フジ テレ 


ング ル 大 」 で 、 テ 


レビ 記者 会 賞 特別 


賞 受賞 


。 9 月 に 虫 プ 


か ら 、 


載 開始 。 1 


の 絵 ] 公 


が フジ テレ ビ で 放映 。 鉄 


司 委 


が 発足 し 、19 月 


NM COM] を 人 


旧 


四 、「 火 の 鳥 ] を 連 


特撮 テレ ビ 


験 アニ メ 


ショ ン 「 展 覧 会 
映画 「 マ グマ 大 使 」 


更 ア トム が プロ 野 


球 球 


され る (の ち に 


団 「 サ ン ケ イア トム ズ 」 の シン ボル マー 
ク に 採 
ズ 」 に な る )。 


「 ヤ クル ト -: ア トム 


算 会 の 絵 ] で 


*、 芸術 祭 


奨励 賞 、 毎日 映画 


[展覧 


ンク ー ル 大 朋 信 婦 賞 、 ブ ルー 


リボ ン 教 育 


化 映画 賞 、 


アジ フ 


映画 祭 特別 部 門 賞 受 
賞 。 劇場 版 「 ジ ャ ング ル 大 帝 ] で 、 ベ ネ チ ア 


国際 映画 祭 


け ン マル コ 銀 獅子 賞 受賞 。「 鉄 


め ! レ 


衣 ア トム ] 
ギャ ラク シー 賞 受賞 。「 新 ジャ ング ル 大 帝 進 
本 テレ フィ ルム 技術 賞 受賞 。 


きま か 諸 作 品 で 、 


放送 批評 懇談 会 


オ 」 で 、 


漫画 集団 の 世 


オー ル 万 国 博 な ど を 見 学 。 


1] 


クシ ョ ン を 設立 。 


界 一 周 旅行 に 参 


加 、 モ ント リ 


H、 漫画 制作 の た め 株 式 会 社 手塚 プロ ダ 


6 月 、 劇場 
\ 開 、 大 ヒッ ト 。 次 る 


物語 ] 公 


「 火 の 
部 門 ) 


長編 アニ メ 


ショ ン 「 千 夜 一 夜 


鳥 ] で 講談 社 出版 文化 賞 (児童 まん が 
受賞 。 大 阪 万 国 博 で フジ パン ロボ ッ ト 


館 を プ 


コー 和 。 


生日 映画 


虫 プ ロダ クシ ョ ン 社 ] 
クシ ョ ン 制 作 の 連続 テ 


「 や さ し い ライ オン 」 で 
ンク ー ル 大 朋 信 


ha 
員 受 中 < 


[ふし ぎ な メル 


長 を 退任 。 手 塚 プ ロダ 
慢 固 
モモ 」 を 朝日 放送 に て 放送 開始 。 


ー メ ーション 


沖縄 海洋 博 の 政府 館 ( フ 


プロ デュ 


クア ポリ ス ) 展示 


き 受 け 


を 5 


1975 年 )。 


る (海洋 博 開幕 は 


974 


975 


「 ブ ッ 
受賞 。 


都内 杉並 区 下 


草 へ 引っ 


越す 。 


ダ ] 「 動 物 つ れ づ れ 


協会 特別 賞 受賞 。 


「 三 つ 


が と お る ] 「 ブ ラ 


講談 社 漫画 賞 受賞 。 6 


[ララ ッ ク : ジ ャ ッ タ | で 、 


中 で 


田 
由 


旦 
旨 愛 員 


本 温 


還 
叶 


ッ ク ・ ジ ャ ッ ク ]| で 


、 講 談 社 か ら 「 手 塚 


治虫 漫画 全集 」 全 00 巻 の 刊行 開 始 生 。「 瞳 
の 中 の 訪問 者 ] の タイ トル で 「 ブ ラッ ク - ジ ャ 


ッ ク ( 


8 


8 月 、 


ショ ン 「 バ ンダ ー ブ ッ ク | を 


奪 一 番 )| が 東宝 映画 化 。 メキ シコ 、 ペ 
ルー、 イ ー ス タ 島 な ど へ 取材 旅行 。 


初 の 2 時 間 ス ペ シ ャ ル テレ ビア ニ メ ー 


本 テレ ビ で 放映 。 


「 火 の 鳥 ( 俊 明 編 )」 が 、 実 写 と アニ メー ショ ン 


合成 で 東宝 映画 化 。 レオ が 西武 ライ オン 


ズ の シン ポ ) 


ク に 採 


され る 。 


本 ア 


ニメーション 協会 の 初代 会 長 に な る 。 


1980 


1981 


1983 


1984 


19885 


1986 


198Z 


1988 


1989 


、 長 編 ア ニ 


メー ショ ン 


児童 漫画 の 開拓 と 業績 に より 、 歳 谷 小波 文 
紀 受 営 


「 火 の 鳥 2772] 


べ ベガ ス 映 画 祭 


ンション ・ イ ンク ポッ ト 賞 受賞 。 国際 交流 基 


3 
東宝 系 で 公 \ 開 。 同 作品 で ラ 
動画 部 門 賞 、 サ ン デ ィ 


1- コ ミッ ク - コ ン ベ 


金 の マン ガ 大 使 と し て : 


度 米 、 


国連 本 部 、 全 米 


の 大 学 で 現代 日 本 の マン ガ 文 化 に つい て 講 


演 。 「 鉄 細 阿 草木 ] と いう タイ ト / 
アト ム 」 を 中 国 中 央 電視 台 が 放 8 


留 米 市 へ 引 つ 越す 。 


「 ブ ラッ クジ ャ ッ ク | が テレ ビ 朝 


「 鉄 受 ア トム 」 の 創造 で 、 
科学 万 博 の マス コッ 
5 年 ユ 


党 腕 営 
賞 受 賞 。 


委員 長 と な る 。 8 


で 旧 「 鉄 腕 
。 都 下 東 久 


で ドラ て マ 化 。 


本 文化 デザ イン 
トマ ー ク 選定 
ド の 


三 パ バー シ アー 


マス コッ ト 「 ユ ニタ ン 」 を デザ イン 。 手塚 治虫 


曖 画家 生活 40 周 年 


展 ] を 全国 各地 で 開 


「 陽 だ まり の 樹 」 で 』 


槍 。 


記念 


「 手 塚 治 


虫 の 40 年 


\ 学 館 漫画 賞 (青年 ・ 一 般 


向け 部 門 ) 受 党 


国際 フ 


「 ジ ャ ン ピ ン グ 」 が 完 


、 実験 ア 
成 。 
ンー ショ 内国 5 ダコ ンプ リ お よ 


ニメーション 
同 作品 で ザグレブ 


び ユ ネス コ ユ 連 受 


、 講 談 社 「 手 塚 治 


0 月 


漫画 家 生 活 40 年 、 
結 に より 、 
実験 アニ 


虫 漫画 全集 」 全 300 巻 


「 手 


講談 社 漫画 賞 特別 賞 受賞 。4 月 、 


完結 。 


家 治 虫 漫画 全集 」 完 


メ 「 お ん ぼろ フィ ルム ]」 が 完成 


司 作品 で 第 1 回 広島 国際 フ 


ニメーション 映 


過 画 祭 カ テ ゴ リ ー 癌 
ン ピ ン グ ] 
過 画 祭 銀 穂 賞 受賞 。 


で バリ ャ ドリ 


画 祭 グラ ンプ リ 、 バ ルナ 


IPF 最 優秀 賞 受賞 。「 ジ ャ 
国際 ア 


国際 アニ メー ショ ン 


ニメーション 


永年 に わた る アニ メー 


ショ ン 映 画 制作 の 功労 に より 、 第 1 回 東京 


国際 映画 祭 テ ラ ・ ビ ピ 


ナカ 


メ フ ェ ステ ィ バ ル 


部 門 ) 受賞 


エッ セイ 


「 ア ドル フ に 告ぐ 」 で 、 


講談 社 温 


こ て 表彰 され る 。 東京 都民 栄誉 章 受 章 。 


般 


画 賞 (一 


「 観 た り 撮っ た り 映 し た り 」 で キネ 


旬報 愛読 者 賞 受賞 
「 森 の 伝説 ] 1.4 楽 章 完 成 。 


ーション 


戦後 漫画 と アニ 


o 


1g 月 、 実 験 アニ 


メー ショ ン 界 に お ける 創造 


的 な 業績 に より 朝 
映画 


受賞 。 「 森 の 伝説 ] で 
ンク ー ル 大 有 隊 信 婦 賞 、 ザ グレ ブ 


国際 アニ メー ショ ン 映 画 祭 CIFEJ 賞 ( 青 

少年 映画 賞 ) 受 賞 。 4 月 、 埼 玉 県 新座 市 の スタ 

ジオ が 完成 し 、 手 塚 プ ロ の 製作 部 門 が 移転 。 

ど 月 9 ガン の た め 死 去 。 2 月 23 

政府 より 勲三 等 瑞宝章 叙勲 。 3 月 2 日 、 東 京 
| 黄 儀 所 で 葬儀 告別 式 。 

約 10000 人 の ファ ン が 

別れ を 告げ る 。 


1989 


1980 


19988 


1983 


1984 


1995 


1986 


1987 


1988 


長年 に わた る テレ ビ 


瑞 像 へ の 頁 献 に より A 


TP 賞 受 賞 。 第 10 


ロ 


本 SF 大 賞 特別 賞 受 


賞 。 連 続 テレ ビア 


ク INHK、 
て 放送 開始 。 


ーー パージ 
「 ジ ャ ング ル 大 需 ] テレ ビ 東 京 に 


ョ ン 「 青 い ブ リン 


日 本 漫画 家 協会 


文部 大 臣 賞 受 賞 。 国立 近 


代 美 術 館 で 


| 手塚 治 


束 展 」 


開催 。 運 


使 テレ 


ビア ニメーション 「 


つ 目 が と お る 」 


テレ ビ 


東京 で 放送 開始 。 韓国 で 


れ を 皮切り 


こ 加 国 で 出 


「 ブ ッ ダ ]」 出版 、 こ 
H 版 が 始ま る 。 


立命 館 大 学 の 壁画 と し て 「 火 の 鳥 」 が 描か 
れる 。 文庫 版 | アド ルフ に 告 


「 陽 


ぐ 」 出版 。 舞台 


で まり の 樹 」 セゾン 劇場 で 上 演 。 


オリ ジ ナ ルビ デオ アニ メー ショ ン 「 ブ ラッ 


ク - ジ ャ ッ ク 」「 マ グマ 大 使 ] 発売 開始 。 ラジ 


オド ラマ スペ シャ ル 「 ア ドル に 告 
ラジ オ 、 ギ ャ ラク シ 


ルー し 三 リ 
一 覚 受 賞 。 


ぐ ] TBS 
ラフ ォ ー レ 


原宿 で 「 わ た し の フ 7 
塚 ア ニ 


メ 上 映 会 開催 。 


トム 展 」 
TB 


開催 。 香港 で 手 
S ラ ジオ で 連続 


ラジ オド ラマ 「 ブ ラッ ク ・ ジ ャ ッ ク 」 放送 。 


俳優 座 で 舞台 「 ア ド 


ルフ 


こ 告 ぐ 」 上 演 。 宝塚 


Np 「 ブ ラッ ク ・ ジ ャ ッ ク 」 グラ ンド シ 


宝塚 市 立 手塚 


「 火 の 鳥 」 上 演 。 4 月 、 


治 中 記念 オー ジジ 。 


生 劇 場 で 音楽 劇 


「 火 の 鳥 」 上 演 。 第 1 


回 日 米 漫画 家 会 議 開催 。 


台湾 で 「 手 塚 治 


提 寺 に 漫画 記 


展 」 開 催 。 


愛 碑 建立 。 3 


手塚 ブ 


ダク ショ ン 本 社 移 


転 。 阪 神 淡路 大 震 災 の 復興 シン ボル と し て 


「 火 の 島 」 採 e 


新宿 ・ 
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1 で 


塚 治 虫 


展 」 開催 。 第 2 提 


大 型 テ ー マ パ ー ク ヨ 


発 定 。 WOWOW で 8 年 間 に 及 応 
実写 ビデ オ 「 ブ ラッ ク ・ 


虫 劇 場 ] 放映 開始 。 


米 漫画 家 会 議 開催 。 


F 塚 治虫 ワー ルド 


ウロ 
PA や こさ 


[手塚 治 


ジャ ッ ク 」 発 売 。 ロ 
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第 3 回 日 米 漫画 


家 会 議 開催 。 劇 


ーション 「 ブ ラッ クジ ャ ッ ク ]」 全 上 


ー マ で | 手塚 治虫 展 」 開 
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松竹 系 公 
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エー ヤル ニョ 
賞 受賞 。 


映画 


手塚 治虫 


nl 


ンク ー ル フ 


ニメーション は 


E 六 切手 発売 。 WOWOW で 連続 


テレ ビア ニメーション 「 翠 書物 語 ] 放映 開始 。 


北京 写楽 スタ ジオ オー プン 。 6 月 、 国 ホテ 
ル で 朝日 新聞 社 主催 第 1 回 手塚 治虫 文化 賞 、 
贈呈 式 。 劇場 用 アニ メー ショ ン 「 ジ ャ ング ル 
大 帝 」 全国 松竹 系 公開 。 手塚 治虫 漫画 全集 
全 400 巻 完結 。 

1 月 、 手塚 治虫 生誕 70 年 ・ 手 塚 プ ロダ クシ 
ョ ン 創立 30 周 年 記念 パー ティ 。 
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生涯 、 第 一 線 で 活躍 膨大 な それ ら の 作 
唱 税 に 込め られ た 手塚 治 昌 の メッ セー ジ 
は 夢 と ロマ ン 骨 険 と 感動 、 自然 そし て 人 
間 茸 歌 、 科 学 文 明 へ の 和 鏡 で し た . それ 
は 時 間 や 国境 を 超え た と て つも な く 大 き 
く 、 また 無限 の 拡がり を 持つ も の と し て 私 
た ち に 訴え か け て きま し た 。 

その 創造 遺産 と 、 問い 続け た テー マ は 現 
在 で も 、 手塚 治虫 と 共に 歩ん だ 私 た ち 手 
塚 プ ロダ クシ ョ ン に し っ か り と 受け 継が れ 、 
脈々 と 流れ 続け て いま す - 

私 達 は 手渡 され た メッ セー ジ を 手塚 治虫 
の 心 と と も に 出版 事業 ・ 映 像 事業 ・ ア ミュ 
ー ズ メン ト 事 業 を は じ め 、 さ ま ざ ま な 活動 を 
通し て . より 多く の 人 々 に 拉 げ て いき た い 
と 考え て いま す 。 

生き る 歓び と 感動 を 次 代 に 向け て 発信 
し つづ ける こと 、 それ が 私 達 の 使命 で す 


Publishingq Division 


庄 涯 描き 続け た 手塚 治 東 の 作品 群 を 
ひと り で も 多く の 人 た ち に 

知っ つて いた だ きた い 、 

出版 事業 は 私 た ちの 大 き な 仕 事 で ます 


手塚 治 東 の 45 年 に わた る 創作 活動 は 、 サ プ ブ カ ル チャ ー と し て の 
マン ガ を 根底 か ら 器 し まし た 。 それ は コミ ッ ク で も カー トゥ ー ン 
で も な い 、 世界 に 類 を 見 な い 日 本 独自 の 文化 “マン が ガ "と 呼ば 
れる も の で し た 。 考 塚 治 昌 の 該 博 な 知識 と エン ター ティ メン ト 性 
豊か な 表現 に よっ て 、 複 雑 な テー マ や スト ー リ ー を 誰 も が わか 
りや すく 共有 で きる ヴィ ジュ アル メデ ィ ア と し て の マン ガ が 誕 庄 し 
た の で す 。 
それ まで に は 、 新しい マン ガ 創 り の 苦悩 と 第 一 人 者 で ある が 
ゆえ の さま さま な 困難 が あり まし た が 、 マン ガ に 賭け る 手塚 
治 昌 の 熱い 情熱 と 、 多 く の 読 者 に 支え られ る こと で それ を 乗 
り 越 え 、 現 代 で は 欠か すこ と の で き な い 情報 メデ ィ ア と し て 
の マン ガ 文 化 を 築き 上 げた の で す . 今日 、 マ ン ガ や アニ メー 
ショ ン が 世界 中 に 与え 続け る 影響 力 は 、 音楽 や 美術 ・ 小 説 と 
いっ た ジャ ン ル を は る か に 潜 ぐ 、 わ が 国 の 文化 財産 と も な っ て 
いま す 。, 1989 年 に は 私 的 な イベ ント と し て で は な く 国 立 近代 
甘 術 館 で 開催 され た 手塚 治虫 展 は 、 マ ン ガ 史 に 特筆 され る 出 
来 事 と 言え る で し ょ う 
手塚 治 昌 が 生涯 に わた り 描 きつ づけ た マン ガ は 原稿 に し て 
15 万 枚 その 作品 群 は あら ゆる 分 野 に わた っ て 
いま す . スピ ー ド 感 あ ふれ る スト ー リ ー や 楽し く 
お も し ろ い 描写 の 中 に 自然 の 其 し さや 命 の 
尊 さ に 対す る 手塚 治 昌 の 想い が 込め られ て い 
ます . SF マン ガ の 中 で は 科学 が 人 間 に と っ 
て 万 能 で な いこ と を 語り か け ま す . 子ども た 
ち に は 自由 奮 放 な 落と ロマ ン の 世界 を 、 青 
年 た ち に は 永遠 の テー マ を 間 い つづ け ま 
し た . その よう な 手塚 治 昌 の 世界 を より 多 
く の 方 に 知っ て いた だ く た め に 、 個 人 全 
集 と し て は 世界 最大 の マン ガ 全 集 の 刊行 を は じ 
め と し て 、 国内 外 で 出版 活動 を 積極 的 に 進め て 
いま す 
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Visuqal Mediq Division 


日 本 で 初 の テレ ビア ニメーション づく り を 原点 に 
劇場 用 アニ メー ショ ン ビデ オ CG、 
さら な る 新しい メデ ィ イア へ と 

今 、 私 た ち は ビ ジュ アル 映像 の 

新 世 界 を 推進 し ます 


1963 年 、 国産 初 の テレ ビア ニメーション シリ ー ズ と し て | 鉄腕 
アト ム | の 放送 が 開始 され まし た 。 それ は 世界 で も 初 の 30 分 の 
スト ー リ ー・ ア ニメーション で あり 、 そし て 、 手塚 治 昌 が マン ガ 
と 変わ ら な い 情 熱 を 注ぎ 込ん だ アニ メー ショ ン の 大 き な 第 一 
歩 で も あり まし た 。 また 、 実験 的 な 作品 か ら CM、 劇場 用 作品 
と 幅広 い 分 野 で の 活動 は 、 アニ メー ショ ン の 可能 性 を どこ まで 
も 追求 し た いと いう 手塚 治 東 の 熱気 が 満ち て いま し た 。 

私 た ち 手 塚 プ ロダ クシ ョ ン は 、 こ の か けが え の な い 財 産 を 受け 
継ぎ 、 手塚 治虫 と 共に 培っ た 映像 制作 の ノウ ハウ と 想い を 基 
に 、 今 の 時 代 に ふさ わし い 新 し い 技 術 も 織り 込み な が ら 映像 
事業 、 音 楽 事業 も 含め より 広く 展開 し て いき ます 。 

イタ リア と の 合作 アニ メー ショ ン 「 聖 書物 語 ] を は じ め 、 近年 
で は 、 1996 年 劇場 用 アニ メー ショ ン 「 ブ ラッ ク ・ ジ ャ ッ ク | 、 
1997 年 の 「 ジ ャ ング 九 大 常 」 と 公開 作品 は 常に 話題 を 集め 、 
その 草 新 的 な アニ メー ショ ン づ くり の 手法 と 共に 大 き な 反 響 を 
呼ん で いま す 。 さ ら に マル チ メ デ ィ ア に 対応 する エン ター ティ メ 
ント の 開発 を 進め 、 世 界 中 に 発信 し ます . 


Chqrqcier & License Division 


私 た ち は 、 手 塚 作品 の キャ ラク ター の 
ライ セン ス 提 供 を は じ め 、 

オリ ジ ナ ルキ ャ ラク ター の 開発 を 
積極 的 に 進め て いま す 


これ まで に 、 膨 大 な 手塚 作品 の 中 か ら 1.000 を 超え る 個性 豊か 
で 、 親しみ あふ れる キャ ラク ター が 計 み 出さ れ ま し た . それ ぞ れ 
が 上 力 的 で 強烈 な 印象 を 与え つづ ける キャ ラク ター 達 は 、 出 
の 且 や テ レビ レア ニメーション を 通じ て 現在 
0 も 灯 し まれ つづ け て いま す その 中 か ら 、 
手塚 治虫 は | 鉄腕 アト ム | を は じ め と し 、 
数 々 の ライ セン ス ・ ビ ジネス に 取り 組 
| み ま し た . それ ら は 、 今 も 多く の 企業 
の 顔 や キャ ン ペ ー ン の メイ ン ・ ヴ ィ ジ 
ュ ア ル と し て 、 ま た 生活 の 中 の 商品 
と し て 人 々 に 語り か け て いま す 
手塚 治 昌 は また 、 企業 や 商品 だ け で は な く “ つ く は ば 万 隊 ” や 
“ 花 博 " “神戸 ユニ バー シア ー ド "” な ど 数 多く の 公共 的 な プロ 
ジェ クト に も 参加 . あたたか いま な ざし で 子ども た ち を 見 つめ る 
プロ デュ ー サ ー と し て 、 子 ども へ の 愛情 、 子ども へ の 夢 を キャ 
ラク ター 制作 や 監修 と いう 作業 に 反映 させ て きま し た .。 その 
精神 は 手 塚 プロ ダク ショ ン に も 受け 継が れ 、 あ の 地震 災害 の 
神戸 復興 の ボラ ンティア 活動 に 生か され て いま す . 
私 た ち 手 塚 プ ロダ クシ ョ ン は 、 そ の よう な 手塚 治虫 の 熱く も あ た 
た か い 心 の こも っ た 良質 な ライ セン ス ・ ビ ジネス を 進め て いき た 
いと 考え て いま す . キャ ラク ター ライ セン ス に 関す る 豊富 な ノウ 
ハウ を か し て 、 オリ ジ ナ ル キャ ラク ター の 開発 と いう ニー ズ に も 
対応 . キャ ン ペ ー ン や イベ ント 等 の 成功 の お 手伝い を する だ け で 
は な く 、 オリ ジ ナ ル 商 品 の 開発 や ショ ッ プ 展開 も 試み て いま す - 
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一 度 な つけ ば その 人 間 に 
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いわ れ て いる 。 
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すぐ だ まさ れる の が 
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変身 し て いる 。 

頑固 で 怒り っ ぽく 、 
地球 人 を な か な か 
用 し よう と し な い 。 
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か ら で も 
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ノッ コ 


ワン パク だ が や さ し い 少年 。 
ワン ダー スリ ー を 
助け た こと か ら 
事件 に 巻き 込ま れる 。 
兄 の 光一 は 


ハム エッ グ 


World Wide Business Division 


日 本 か ら 世 界 へ 

マン ガ を 通し て 、 ア ニメーション に 託し て 
地球 の 子ども た ちの 夢 を 広げ る 

ワー ルド ワイ ド な 展開 も 私 た ちの 仕事 で す 


国産 初 の テレ ビア ニメーション | 鉄腕 アト ム | は 日 本 で 放送 さ 
れ た 8 カ月 後 、 ア メリ カ の NBC テ レビ で 「 ア スト ロ ・ ボ ー イ | の 
名 で 放映 され 、 大 き な 話 題 と な り ま し た 。 さら に イギリス 、 フ ラン 
ス 、 ド イツ 、 オ ー ス トラ リア 台湾 、 香港 、 タ イ 、 フ ィ リ ビン 、 中 国 な ど 
各国 で も テレ ビ 放 映 。 まさ に 地球 的 な 広がり で 知ら れる よう に 
な っ た 日 本 最初 の アニ メー ショ ン で し た 。 これ が 私 た ち 手 塚 フ 
ロダ クシ ョ ン の ワー ルド ワイ ド な ビジ ネス の 始ま り 


現在 も 広く 海外 の 出版 社 や TV 局 と 出版 や 放送 契約 を 結び 、 
ワー ルド ワイ ド な ジョ イン トビ ジネス を 行っ て いま す . 中 国 の 北 
京 を 拠点 に し た アニ メー ショ ン づ くり も その 一 つ で す . 
手塚 治虫 は 他界 する 直前 まで 海外 を 訪問 し 、 政 治 や 繝 済 の 
交流 だ け で は 決し て 得 ら れ な い 相 互 理 解 を 、 マ ン ガ や アニ メ 
ーション を 通じ 深め る た め 、 積 極 的 な 交流 を 行っ て いま し た 
私 た ち 手 塚 プ ロダ クシ ョ ン は 、 全 世界 の 子ども た ち に 手塚 治 由 
の 世界 を 伝え 知っ て も ら う た め に 海外 事業 部 門 を 展開 . マン が 
文化 、 ア ニメーション 文化 の さら な る 発展 を めざし 、 多く の 国々 
で コン ベン ショ ン や 講演 を 行う な ど 、 国際 交流 を 積極 的 に 行っ 
て いま す 。 


Producfion & Plqnning Division 


手塚 治虫 の 世界 を 立体 化 . そ の 夢 や 希望 を カタ チ に 表現 。 
私 た ち は イ ベン ト を トー タル で 手がけ 
そし て 、 アミ ュー ズ メ ント の 世界 を ひら きま す 


私 た ち は 私 た ち が 持 っ て いる 膨大 な 素材 を 軸 と し て これ まで 全国 
で さま ざさ な イベ ント や 展覧 会 を た 手がけ て きま し た 。 その 企画 ・ 運 
営 の ノウ ハウ は 展示 会 か ら 各種 博物 館 、 美術館 、 記念 館 に 至る 
まで トー タル な プロ デュ ー ス と し て 活か され て いま す . それ は 、 手 塚 
治 昌 が 一 杉 の 紙 、 一 本 の ペン で 描き は じ め た 夢 や 希望 を 、 立 
体 的 な 三次 元 空間 と し て 提案 する こと で あり 、 さ ら に 未来 へ 同 
か っ て の 胃 次 元 の 世界 へ 大 きく 広げ る こと だ と 信じ る か ら で す . 

手塚 プロ ダク ショ ン は 、 こ れ か ら も 豊富 な エン ター ティ メン トノ 
ウ ハ ウ を デー タベース と し て 、 私 た ちな ら で は の 世界 を 表現 し て 
いき ます 。 

2003 年 は 鉄 騰 ア トム の 生ま れ た 年 で す . 21 世 紀 の 子 ども た ち 
が 果て し な い 、 楽 し い 夢 を 持て る よう な 明る い 未 来 の 証し を 、 
映像 だ け で な く 手 塚 治 東 の 心 を 具現 化す る こと で 提供 し て い 
く 。 そ れ が 私 た ちの 仕事 で す . 


人 @ 手 塚 治虫 ワー ルド 

手塚 治虫 の 思想 と 哲学 を 基盤 に 、 文 化 と 自然 の 豊 な 調和 を テ 
ー マ と する まっ た く 新 し い タ イプ の 大 型 テ ー マ パ ー ク “手塚 治 昌 
ワー ルド ” あら ゆる 年 代 の 人 が 楽し め る エン ター ティ メン ト 空 間 
と し て 訪れ る 人 は も ちろ ん 、 この 事業 に 携わる すべ て の 人 々 に や 
さ し さ や 思い や り 、 そ し て 楽し い 人 上 庄 を 送る た め の 和 歓び を 届け た 
いと 考え て いま す , 手塚 作品 に 込め られ て いる 手塚 哲学 こそ 21 
世紀 の 子ども た ち に 必要 だ と 考え て いま す . アト ム 誕 生 の 年 で あ 
る 2003 年 の オー プン を 目標 に プロ ジェ クト が 進め られ て いま す 。 
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さま さま な 文化 事業 。 


人 隆 塚 治虫 記念 館 

下 塚 治虫 記念 館 は 、1994 年 4 月 、 手塚 治 昌 が 少年 時 代 を 過ごし 
た ゆか り の 了 地 、 兵 庫 県 宝塚 市 に 許 二 し まし た 

この 記念 館 は 千塚 治虫 が 終生 訴え つづ け て きた “自然 を 愛す 
る 心 、 生 命 の 尊 さ ” を テー マ に 宝塚 市 の 公 其 施設 と し て 完成 
し まし た . ここ に は 手塚 治 昌 が 全 生 涯 を か け 愛 し つづ けた マ 
ン ガ や アニ メー ショ ン が 一 堂 に 集め られ て いま す . ここ か ら 発 
信 さ れる 手塚 治 昌 の メッ セー ジ を 受け 、 子 ども た ちの 夢 は 、 や 
が て 大 きく 脱 ら ん で いく こと で し ょ う 

この 記念 館 は 考 塚 治 昌 の メモ リア ル 的 な も の に と ど ま ら ず 、 海 
外 の 人 々 と の 文化 交流 な ど を は じ め 庄 きた 記念 館 と し て 企画 ・ 
運営 され て いま す 

信隆 藤 治 由 文 化 党 

1997 年 、 手塚 治 由 が 日 本 の マン ガ の 発展 に 尽く し た 業績 を 記 
念 し て 、 朝日 新聞 社 主 催 の も と に 圭 塚 治 昌 文 化 哲 が 創設 され ま 
し た . その 趣旨 は 、 今 日 、 日 本 マン ガ は 国際 的 に も 日 本 を 代表 す 
る 文化 の - つ と し て 注目 を 集め て お り 、 マン が 文化 が 手塚 治虫 
の 志 を 引き 継ぎ 、21 世 紀 へ 向け さら に 発展 する こと を 願っ て 制 
定 さ れ た も の で す -. 選考 は 、 前 年 に 出版 され た マン が 単行 本 の 
中 か ら マ ン ガ 家 や 作家 、 評 論 家 、 文 化 人 な ど で 構 成 され た 選考 
委員 会 の 審査 と 投 県 に より 選ば れ 、1 年 に 1 度 マ ン ガ 大 党 と 
優秀 賞 が 贈ら れ て いま す . さら に 日 本 マン ガ の 発展 に 寄 な する 
活動 や 業績 な ど を 顕彰 し 、 特 別 哲 が 授与 され る と いう も の で す 
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Sys 


久本 社 / 
東京 都心 と は 思え な い 恵 まれ た 環境 、 静 か な 住宅 街 に 位置 し ます 。 
ここ が 私 た ち 手 塚 プ ロダ クシ ョ ン の 情報 発信 基地 で す 。 
出版 事業 、 キ ャ ラク ター 事業 、 イ ベン ト や プラ ン ニ ング 事業 、 

そし て CG 開 発 事業 な どの 各 セ クシ ョ ン が 置か れ て いま す 。 と 

ショ ー ル ー ム ・ 映写 室 や プレゼンテーション ルー ム 、 

ミー ティ ング ルー ム な ども あり 、 

内 外 の 関係 者 と の 打ち 合わ せ の 場 で も あり ます 。 


/ 


の /7 の 2 ん ル の 2/27 の の 2 の 22/ 


出版 事業 部 


人 @ ス タ ジ オ 

私 た ちの モノ づく り 、 ア ニメーション づく り の 場 で す 。 

プロ デュ ー ス 、 演 出 、 制 作 な ど 各 セク ショ ン が 置か れ て いま す 。 
手塚 が 愛し た ハン ドク ラフ ト の 要素 か ら 最 新 デ ジタル 画像 処理 まで 
モノ づく り の 熱気 に 満ち て いま す 。 


制作 風景 


手塚 プロ ダク ショ ン だ か ら で き る こと 。 
それ は 、 手 塚 作品 を 偉大 な る 財産 と する クリ エイ ティ プ ブ : ワ ー ク 


遂 見 る 人 に 有 を お くる 、 私 た ち は 箇 工 房 で す 


手塚 治虫 記念 


手塚 治 
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R ワ ー ル ド 開 設 準備 室 


@ 手 塚 治 虫 記念 館 

手塚 治虫 が 少年 時 代 より 約 20 年 過ごし た 
思い 出 の 地 

宝塚 市 の 協力 に より 1994 年 完成 。 
資料 展示 だ け で な く 

来場 者 参加 型 の ミュ ー ジ アム で す 。 

年 間 イ ベン ト の プラ ン ニ ング 、 

ショ ッ プ の 運営 な ども 手がけ て いま す 。 


人 @ 北 京 写楽 美術 芸術 品 有限 公司 
アニ メー ショ ン の 制作 を 軸 に 広く 
アジ ア に 向け た 発信 の 場 と 
考え て お り ま す 。 


@ 手 塚 治虫 ワー ルド 開設 準備 室 
(テー マ パ ー ク ) 

新宿 副 都 心 に 設け られ た オフ ィ ス は 、 

手塚 治虫 ワー ルド 建設 に 向け さま ざま な 

プラ ン ニ ング と ミー ティ イン グ が 

行わ れ て いま す 。 


人 @ 手 塚山 蘭 

自然 豊か な 群馬 県 新治 村 に ある ゲス ト ハ ウス 。 
日 本 の 古い 農家 を その まま に 残し た 内 部 は 
200 名 収容 で きる 広 さ で す 。 

スタ ッ フ の 厚生 施設 と し て も 利用 され て いま す 。 


@ マ ン ガ 事業 

マン ガ の 企画 お よび 制作 。 

@ デ ザイ ン 事 業 

商業 デザ イン の 企画 お よび 制作 。 

@ 映 像 事業 

映像 全般 の 企画 お よび 制作 。 

イベ ント 事業 

イベ ント 等 の 企画 お よび 制作 。 

人 @ 出 版 事 業 

版権 業務 、 出 版 の 営業 お よび 販売 。 

人 @ 音 楽 事業 

レコ ー ド 原盤 お よび 楽譜 の 企画 、 制作 、 出版 。 
キャ ラク ター 事業 

① 文 房 具 、 暫 、 袋物 、 小間 物 

② 玩 具 、 菓子 、 清涼 飲料 水 

⑨ 靴 、 履物 、 靴下 

④ 荒 物 、 雑 貨 、 洋品 雑貨 

⑤ 娯 楽 用 具 、 運動 具 、 乳児 子供 用 乗物 

⑥ 音 響 機器 、 ゲー ム 用 電子 応用 機器 

⑦ 陶 距 器 、 ガラ ス 器 
⑧ 事 務 用 機器 、 教材 、 育児 用 品 等 キャ ラク ター 

ライ セン ス 商 品 の 企画 、 制作 、 販売 。 
プロデュー ズ ス 事 業 

各種 展示 会 展覧 会 、 博覧 会 、 各種 博物 館 美術 館 、 
記念 館 等 の 企画 設計 施 工 及 び 運 営 。 

@CG、 ニ ュー メデ ィ ア 事業 

ゲー ム ソ フ トウ ェ ア ほ か 加 種 ソフ トウ ェ ア の 制作 。 
〇 ファ ンク ラブ の 活動 支援 

手塚 ファ ンク ラブ の 運営 お よび サポ ー ト 。 


連絡 先 : 埼 玉 県 新座 市 野火 上 4 丁 目 4 番 14 号 
048(481)7774 
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本 社 : 〒 169-0075 東京 都 新宿 区 高田 馬場 4] 目 32 番 11 号 
TEL 03(3371)6411( 代 ) FAX 03(G371)6431 
スタ ジオ : 〒35g-0011 埼玉 県 新座 市 野火 4 丁目 4 番 14 号 


TEL 048(481)7777 FAX 048(481)7788 
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代表 取締 役 松谷 孝 征 
取締 役 手塚 悦子 
取締 役 手塚 皿 
取締 役 葛西 健蔵 
監査 役 樽井 善 一 
画 概 要 
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手塚 治 束 の 膨大 な 作品 は 、 その 時 代 そ の 
時 代 に 作品 に 触れ 楽し し だ 人 々 は も ちろ ん 、 
これ か ら 21 世 紀 に 生ま る 未来 人 た る 子ども 
。 た ち へ 向け た メッ セー ジ で も あり まま 何 十 年 
か の ち に 、 宇 宙 ス テー ショ ン や 月 面 の コロ ニー 
で 誕生 \ た 子ども た ち は 、 過 下 の 地球 に 生き 
る 動物 も 植物 あみ ん な 人 問 と 同 【 よ うに 生 を 
受け まっ と う 【 子 欠 を 生み 続け て いく 生 銘 体 
だ と いう こと を 、 ま っ すぐ に 受け と め ら れる よう 
に な る で は う 。 そ 【 て 、 国 境 を 超 を 、 人 種 も 
民 疾 も 宗教 も 問わ な い グ ロー バル な 世界 観 
を 身 に つけ る こと で は 2 う 。. 

私 た ち 手 塚 プ ロダ クシ ョ ン は さま ざま な 事業 
を 通 〔 て それ を 伝え 続け る こと が * 使 命 の ひと 
つ で ある と 考 を て いま まあ 人 が 人 の こと や 地 
球 の こと 、 世 界 の こと を 少 で も 忌 っ た りす る 
と き 、 そ こ に 、 手 塚 治 率 は た (の ヽ に 生き て いま まれ 
これ か ら も 、 ず っ と 。 
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